
  財政状況（令和元年度決算状況） 

   令和元年度決算の一般会計歳出額約981億円のうち、衛生費は約94億円で、

清掃費は約42億円です。清掃費のうち、ごみ処理費は約25億円で、ごみの破

砕・焼却等の経費は約21億円です。 

 

破砕・焼却等の経費
(クリーンセンター)

84.0% 約21億円

収集運搬等の経費 16.0%

(ごみ減及び清掃事業所)

衛生費(その他)

55.0%

清掃費

45.0%

約42億円

ごみ処理費

58.1%

約25億円

清掃総務費

36.4%

し尿処理費

民生費

42.9%

総務費

12.0%

土木費

10.4%

教育費

10.2%

衛生費

9.5%

約94億円

公債費

9.0%

 

 ごみ処理経費及びごみ・資源の総排出量（令和元年度） 

 ごみ処理経費とは、クリーンセンター・最終処分場等におけるごみ処理

に係る経費総額で、令和元年度のごみ処理経費は約24億円です。 

清掃総務費(約 3億円 )

人件費
(正規職員)

約3億円

人件費
(臨時職員 )

約0.6億円

その他
(光熱水費等)

約1.4億円

ごみ処理費(約21億円)

内　訳

施設維持管理に係る修繕費等
約19億円

 

 

 市民及び事業者などから排出された令和元年度のごみ・資源の総排出量

は、約9.3万ｔで、その内訳は次のとおりです。 

    

家庭系ごみ
約6万t

事業系ごみ
約2.2万t

資源
約1.1万t

 
 

   令和元年度における１ｔ当たりのごみ処理経費は、次のとおりです。 

    ごみ処理経費(約24億円) ÷  

ごみ・資源量 (約8.5万ｔ) = 約28,000円 

※約8.5万t = 総量約9.3万t － リサイクルした古紙等約0.8万t 

⇒ 10kg当たり約280円が必要 
 

 直近３年間のごみ・資源の総排出量及びごみ処理経費の推移は、次のグ

ラフのとおりです。ごみ・資源の総排出量は大きく変化していませんが、

ごみ処理経費は平成29年度から年々増加しています。これは、今後、施設

整備を進めていくため、平成30年度から計画的に既存施設の修繕を実施し

ているためです。 

59,815t 59,538t 59,834t

20,569t 20,474t
21,503t

11,878t 11,665t 11,189t

25,828円
27,113円
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令和元年度一般会計歳出額内訳(約981億円) 衛生費内訳(約94億円) 

清掃費内訳(約42億円) 

排出量(t) ごみ処理経費(円) 

92,526t 92,262t 91,677t 合計(t) 

ごみ処理費内訳(約25億円) 

資料２ 



クリーンセンターでは、市民が持込む家庭系ごみの処理手数料として、10kg以

上の部分につき、10kgごとに100円を徴収しております。 

その処理手数料については、平成23年10月の改定から約10年が経過し、持込み

ごみの処理手数料が現在のごみ処理経費とかい離していることや、近隣市町の処

理手数料（10kg/200円）※との間に開きが生じ、市外のごみの持込みが懸念され

ます。 

※近隣市町の処理手数料については、「４ 参考資料」を御参照ください。 

令和元年度のごみ処理経費

約280円
家庭系ごみの処理手数料

100円
不足分

約180円
 

  ごみ処理手数料の改定(案) 
家庭系ごみの処理手数料について、ごみ処理経費や近隣市町との均衡を図

るため、一定量以上のごみ排出者に対して受益者負担を求めるとの観点か

ら、ごみ処理基本計画に掲げる施策に基づいて、家庭系ごみの処理手数料を

次のとおり改定したいと考えています。 

 

 

    クリーンセンターに持ち込まれる家庭系ごみの処理手数料は 

10kg以上の部分につき、10kgごとに100円 

⇒ 10kgごとに200円 
 

10kgまで無料 

    ⇒ 継続 

 

 

 

 

    改定(案)による収入金額の推計(令和元年度ベース) 

   

400円

10kg

現状 改定後持込割合

100円 200円

40% 無料 無料

800円

5%

10%

500円 1,000円
50kg

40kg

30kg

20kg

10%

300円 600円

10% 200円

20% 600円～ 1,200円～
60kg
以上

0kg

5% 400円

 

 10kg未満「無料を継続」の考え方 

     現在、本市では、家庭系ごみはごみステーション収集を原則としてお

り、処理手数料は無料です。しかし、次のような要因からごみステーショ

ンへ排出できず、10kg未満のごみをやむを得ずクリーンセンターへ持込む

市民も多くいるため、10kgまで無料は継続していきたいと考えています。 

    
    ただし、近い将来、ごみ処理基本計画の見直しが必要となるため、「さわ

やか収集の対象を拡充すること」や「ごみ分別ルールの見直し」等、様々な

要因を常に注視していくとともに、現状を改善できるよう具体的施策の内

容を検討し、無料部分継続の可否について、引き続き考えていきます。 

生活的要因

生活スタイルにあわせ
て、自由な時間に排出
したい(夜間勤務、セカ

ンドハウス等)

社会的要因

ごみ出し困難者の増
加(高齢者、障がい
者など)

制度的要因

粗大ごみに分類さ
れるが、粗大ごみ納
付券1,000円を購入
して処分することに
抵抗があるもの(傘、

蛍光管等)

改定前収入 

⇒約 2千万円 

 

改定後収入 

⇒約 4 千万円 

 

約 2 千万円増収 

<主な３つの要因> 


